
　新潟西部地域担い手対策協議会を中心に、新規就農・就
業者の相談、受け入れ体制の整備、確保、育成を進めてき
ました。受け入れ体制整備では、既存の２研修機関（いち
じく、柿、ぶどう）に加え、今年度は、にいがた西アグリ
センター（すいか、だいこん）が認定されました。現在、
１名の研修生が受講しています。また、就農・就業から
３年目程度の方を対象に交流研修会を企画開催し、就農者
間のつながりと営農意欲の醸成を支援しました。
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小林 耕太  （西区）
施設・露地野菜、水稲
　施設・露地のすいか主体の経
営です。農業士間の交流を深め
農業の発展に貢献したいです。

大関  徹  （西区）
露地野菜、水稲
　すいか等露地野菜主体の経営
です。地域の伝統的な農業を守
りながら経営発展に努めます。

大関 泰樹  （西区）
露地野菜、水稲
　すいか等露地野菜主体の経営
です。県内外の農業を知り、地域
農業の発展に尽力したいです。

永塚 貴文  （西蒲区）
法人従業員・水稲、大豆
　主担当の水稲、大豆の知識・
技術をさらに磨き法人経営に貢
献できるよう頑張ります。

佐々木 祐輝 （西区）
露地野菜、水稲
　えだまめ等野菜3ha、水稲
4haの経営です。規模拡大と新
品目導入を目指します。

笠原 大貴  （西区）
水稲、露地野菜 
　水稲9ha、えだまめ等野菜
3haの経営です。規模拡大と収
量向上を目指します。

永井 広大  （西区）
露地野菜、水稲
　えだまめ等野菜3ha、水稲
5haの経営です。規模拡大と多
様な販売を目指します。

林 真智子  （西区）
露地野菜、水稲
　黒埼地区で、えだまめを中心
に、ブロッコリー、水稲の複合
経営を行っています。

田巻  稔  （西区）
水稲、果樹
　中野小屋地区で水稲中心の経
営を行っており、角田山麓で柿の
栽培を昨年から開始しました。

石川 和重  （西区）
露地野菜
　赤塚地区の砂丘地域でかん
しょを基幹とした園芸の個別経
営を実践しています。

齋藤　こずえ  （西蒲区）
施設園芸、露地野菜
　就農10年目を迎えます。多く
の出会いに感謝して農業に励み
たいと思います。

竹内 裕子 （西蒲区）
水稲、施設園芸
　水稲、いちご、ししとうを栽
培しています。次世代につなが
る農業を目指します。

令和５年度の新規認定者紹介
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地域を担うニューファーマーを紹介します

　小黒大陽さんは、平成31年に新潟県農業大学校卒業と同時に親元就農し、父親の小黒一二さんと
２人で約17haで水稲を栽培しています。親元で栽培技術を磨きながら、稲作指導会にも積極的に
参加するなど、熱心に農業に取り組んでいます。
　就農後、地域の若手との仲間づくりを目的に西蒲原４Ｈクラブ「なじら」に加入。令和５年には、
県内の４Ｈクラブが活動発表するサマーフェスティバルで、クラブ員を代表して「なじら」を
宣伝するポスターや名刺を作成した取り組みを発表しました（写真　右）。
　お子さんの誕生を機に、今後も地域の担い手として、一層の情熱をもって取り組まれることが
期待されます。

【 令和５年度サマーフェスティバル（7/19.20）
 での発表風景 】

【 交流研修会で管内法人を視察（11/28） 】

『新規就農者の確保・育成』

令和５年度普及活動の活動成果

西蒲区漆山　小黒 大陽さん

☆若い力で多様な取り組みにチャレンジ☆

『青年農業士』 『指導農業士』

『農村地域生活　　　
　　　アドバイザー』

新規認定
おめでとうございます
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令和５年度普及  活 動 の 活 動 成 果

 対象品目

大玉すいか

抑制メロン

かんしょ
えだまめ
たまねぎ

トマト

一般切り花

いちじく

 

販売額12.5億円（目標11億円）。ハウス団地増設、環境モニタリング機器導入、
クロップナビを活用した炭そ病予察と防除強化。

販売額0.67億円（目標0.7億円）。ハウスすいか後作での導入拡大、
環境モニタリング機器導入。

貯蔵不要な新品種の試作評価。貯蔵施設の導入支援。熟期調査による品質管理。
機械化・省力化による大規模経営体育成。早生品種の安定生産支援。
ほ場整備地区での導入・収量向上支援。

アンジェレ（ミニトマト）の生産安定支援。JA新潟かがやき広域現地研修会への
支援。

切り花塾の開催と新規栽培者の確保・育成。SNS活用による情報交換促進。

販売額1.96億円（目標２億円）。いちじく団地の設置。いちじく塾の開催。
新規栽培者の確保・育成。

産地の動向、取り組み

「園芸の販売額１億円産地を育成するための計画策定及び実践」
　令和５年度は、野菜６産地、果樹１産地、花き１産地の合計８産地において、１億円産地の育成に
向け、関係機関等と連携して栽培技術や品目別の各種研修会、園芸参入塾に取り組み、一層の産地の
発展・拡大を支援しました。その結果、大玉すいか、メロン、いちじくでは、令和５年度の目標
販売額を概ね達成できました。

『重点：担い手を中心とした安定的な農業構造の確立』
　稲作経営においては、今後予想される農業従事者の大幅な減少
に対応し、地域農業の担い手確保と担い手の経営基盤の安定化が
急務となっています。
　今年度、普及指導センターでは中之口・月潟地区をモデルに、
既存12法人の連携による経営基盤の強化を支援しました。
　主な取組の１つめは、耕作地の交換による作付け農地の集約化
です。飛び地、遠隔地のほ場をお互いに交換することで、作業の
効率化を目指しています。１月現在、交換希望の水田約10haの流
動化について話し合いを進行中です。
　取組の２つめは、経営面積拡大と作業の省力化に向けた新技術の導入です。Ｖ溝乾田直播栽培は春
作業の省力化と秋作業の分散化に効果があるため、導入に向けた実証ほを設置しました。
　移植栽培並の収量確保や省力効果を実感できたことから、来年度は１法人で専用播種機を導入し、
２法人が播種作業の委託、計３法人で新技術に取り組む予定です。
　今後も管内各地における、担い手の経営基盤強化に向けた取組を進めていきます。

【支援対象品目の取組概要】

『収益性の高い畜産経営の育成』
　酪農経営では、購入粗飼料価格の高止まりが経営を圧迫してい
るため、自給粗飼料の安定確保が急務です。巻地域は購入粗飼料
の依存割合が高いため、自給粗飼料の生産基盤強化が必要です。
　そこで、粗飼料確保のための稲ホールクロップサイレージ（稲
WCS）の作付け拡大を支援しました。
　稲WCSは水田で栽培するため、稲作からの転換が容易で自給飼
料の安定確保に適しています。そのため普及指導センターでは、
稲作農家等と連携して稲WCSの栽培・収穫調製体制の整備を支援
してきました。
　今年度は新たなコントラクター組織が設立され、稲WCS用の収穫調製機械も導入されました。稲
WCS は２経営体で約５ha栽培され、稲WCSは管外からの供給を含めて３戸の酪農家で給与されまし
た。また、稲WCS専用品種「つきはやか」の試験栽培を実施した結果、収量、発酵品質、嗜好性が
主食用品種と同等であったことから、次年度は作付面積を拡大する予定です。

『新潟米基本戦略に基づく水田所得の最大化』
　地域の基幹作物である水稲を中心に、転作大豆と転作麦を含め
た水田農業経営の所得向上に向けた活動を行いました。
　稲作は、「異常気象に備えたコンパクトなイネづくり」の実践を
呼び掛け、生育や気象の状況を踏まえた適期作業が可能な情報提供
を行いました。残念ながら、高温障害による品質低下が顕著でした
が、「新之助」では平年並の１等級比率を確保できました。
　大豆作では、研修会の開催や適期管理に向けた情報提供を行い
ました。夏期の干ばつの影響で収量は平年比やや少となりました
が、品質は平年並を確保できました。

　麦作では、実証ほの設置、定期の情報提供に加え、研修会で適期収穫を呼び掛けたことで品質低下
を防ぎ、収量は10a当たり前年比52kg増の421kgを確保できました。
　資材費の高騰など厳しい生産環境ですが、需要のある水稲品種、大豆、小麦の作付けを推進すると
ともに、今年度作の教訓を踏まえた対策を周知し、次年度以降も高品質農産物の生産、水田農業経営
の発展を支援していきます。

【 農地集約化に向けた話し合い 】

【 切り花塾で新人育成 】 【 ハウスすいか現地指導会 】

【 補助事業で導入した収穫調製機械 】

【 現生産者と作付意向のある稲作農家が
　　　　　　　参加した小麦栽培研修会 】

○ 令和５年度新潟県花きコンテスト切花共進会の部
 審査員特別賞（ヒマワリ） 杉山健太郎さん（西蒲区）
○ 令和５年度新潟砂丘地すいか高品質生産品評会
　新潟県知事賞（全作型高品質果実出荷実績の部） 山川　豊昭さん（西蒲区）
　全国農業協同組合連合会新潟県本部長賞（全作型高品質果実出荷実績の部） 齋田　　剛さん（西　区）
　新潟市長賞（ハウス作型高品質果実出荷実績の部） 山川　豊昭さん（西蒲区）
　新潟砂丘地園芸振興協議会長賞（ハウス作型高品質果実出荷実績の部） 高杉　和隆さん（西蒲区）
○ 新潟県農林漁業担い手対策表彰事業
　 功績者表彰 有限会社そら野ファーム（西蒲区）

表彰受賞　おめでとうございます


